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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，運動に対する動機づけを相互作用的視点から検討することであっ
た．1年目から2年目にかけては，運動中の動機づけが相互作用する様相を測定するため，運動後の自己報告と自
由記述のデータを継時的に収集し，測定の枠組みを完成させた．3年目は，運動中に測定した運動に対する満足
度の下方への変化が見られた実験参加者に対して，個別に権限付与的な指導の介入を実施し，運動に対する満足
度の向上を試みた．介入の結果，参加者全員の満足度を向上させることに成功した．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate motivation for exercise from an
 interactive perspective. In order to measure the interaction of motivation during exercise from the
 first year to the second year, data of self-report and free description after exercise were 
collected sequentially, and the framework of the measurement was completed. In the third year, the 
intervention of the authoritative guidance was individually carried out for the experiment 
participant who there was the change to the downward of the satisfaction for the motion measured 
during the motion, and the improvement in the satisfaction for the motion was tried. As a result of 
the intervention, it succeeded in improving the satisfaction of all participants.

研究分野： 体育心理学

キーワード： 体育　スポーツ　感情

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は，質問紙法により因果関係で説明してきた過去の動機づけ研究とは異なり，実験法を
組み込むことによって相互作用の様相が明らかにされたことであった．このことは，比較的安定した特性的な概
念と考えられていた動機づけの変化の要因が運動中の環境との相互作用にあることを意味している．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
運動をすることによる心身への恩恵は知られていても，運動を継続することは容易なことで

はない．例えば，運動する者とそうでない者の二極化(文部科学省, 2017)の問題は学校教育にお
いて長らく指摘され続けている問題であり，また，世界規模からみても，4 人に 1 人が運動不
足(WHO, 2018)というのが現状である．体育・スポーツ心理学では，運動の継続を規定する要
因といて動機づけという概念が有力視されている． 
運動領域（体育，スポーツ，健康運動等）における動機づけ研究では，達成目標，有能感，

自己決定感等の個人要因の検討，また，個人を取り巻く環境要因の検討について研究が展開さ
れてきた(Duda, 2013; 藤田, 2013a)．また，従来から運動領域における動機づけ研究の手法で
ある質問紙法の短所(社会的望ましさや行動指標との関連の弱さ等)から，自己報告に頼らない
測定法の開発も進み，研究成果が示されてきた(Banting et al., 2011; 藤田, 2013b)．さらには，
言葉かけ等の働きかけがなくても，集団のグループ編成そのものやパートナーの存在そのもの
が動機づけに影響することも明らかにされつつある(Feltz et al., 2014; 藤田, 2018)． 
しかしながら，これら先行研究の主たる目的は影響要因の解明であるため，要因間の関係を

統計的に検証するのみである．運動領域では実践的な研究も展開されてきたが，実験群と統制
群に条件を設定し，介入の効果が検証されてきたが，運動中に動機づけが変化することへの対
応を想定した知見が示されているわけではない．ゆえに，実践への提案は示唆のままという解
決できていない問題が長らく残されている． 
この問題の原因は動機づけを静的な心理過程として捉えている点に尽きる（図 1）機づけと

は動的な心理過程である(Roberts, 2012)とされながらも，運動経験から生起する心理的動態は
解明されていない．そこで，「どうすれば動的な心理過程を解明できるのか」を研究課題の核心
をなす学術的な「問い」とした．この「問い」に対して，既に動的な心理過程の解明に相互作
用的視点を取り入れている他領域の方法を参考にすることができるのではないかと考えた．豊
かなスポーツライフの実現に運動の継続は欠かせない．その運動の継続を促す動機づけを新し
い視点から検討していくことは，推進すべき重要な研究課題と考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，運動に対する動機づけを相互作用的視点から検討することであった．具体

的には，運動中に動機づけが相互作用する様相を測定する方法法を確立し，動機づけ面接を取
り入れた介入法により相互作用を重視した関わりから動機づけに変化がもたらされることを実
証することであった． 
 
３．研究の方法 

（１）測定法の検討 
体育の実技中（バスケットボール）に回顧定性的モデリング(RQM)(Dörnyei,2014)を応用した

自己評価を実施した．RQM は，従来の研究がデータを収集・分析した上で仮説を立て，結果を
予測しようとしていたのに対し，このモデルでは先に結果を特定した上で，そこに至ったプロ
セスを回顧的に明らかにしようとする（廣森，泉澤，2015）．実験参加者となった大学生は，5
分程度の実技を実施した後，休憩を 5分挟み，それを 4セット繰り返した．休憩中，実験参加
者には直前に実施した運動中の自己評価（パフォーマンスに対する満足度）を評定させ，その
評定の理由について自由記述を求めた．体育実技中の測定には休憩を挟む必要があるため，ま
た，同様の方法を用いて，実験室内で軽運動課題（けん玉，ジャグリング）を実施した． 
 
（２）介入研究 
体育実技での介入発達心理学の乳幼児研究から二人称的アプローチ(SPA)(Reddy,2008)を応

用した動機づけ面接と動機づけ指導を行った.SPA では,積極的且つ柔軟に対象者と関わり共に
問題を解決していく．加えては,Empowering Coaching(EC)(Duda,2013)の原則(自律性支援,関係
性支援,有能さ支援)に基づく対象者支援型の面接及び指導を行った． 
 



４．研究成果 
 体育実技中，参加者はゲームの途中休憩時に調査票（図 2）に記入し，パフォーマンスに対
する満足度の記入と評定理由の記述が求められた．得られたデータについて分析を行った結果，
実技中における自己評価の上下には，評価直前の個人的なパフォーマンスが関係していた．具
体的には，パフォーマンスが良いかった場合には肯定的な記述がみれら，パフォーマンスが悪
かった場合には否定的な記述がみられた．しかしながら，ゲームの間隔が短かったこともあり，
パフォーマンスと自己評価の関係は明らかにできなかったため，異なるアプローチが必要にな
ると考えられた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 体育実技中の結果を受け，実験室内の軽運動課題（けん玉，ジャグリング）で 1日に１試行
とし，それを 3 日間実施した．3 日目の自己評価後にはテストを実施した．パフォーマンスの
指標は，けん玉の場合は，「とめけん」を 1分間の試行中に連続して成功させた回数，ジャグリ
ングは 1分間の試行中にテニスボール落とさずに連続で成功させた回数とした．得られたデー
タをパスモデルで分析した結果，各試行のパフォーマンスと各試行の自己評価の関係には，一
貫した因果関係は示されず，試行間の安定性は，自己評価間の安定性よりも高いものであった
〈図 3は，とめけん課題のデータ〉．また，試行から自己評価への影響関係は示されたが，自己
評価から試行への影響は示されなかった．3 回目の自己評価からテストへは高い正の影響であ
ったが，これは，3回目の自己評価後，すぐにテストを実施したためと思われる．3回目の試行
とテストに影響関係が示されず，3 回目の試行から 3 回目の自己評価を媒介してテストへ影響
しているのは，そのことを関係していたと思われる． 
 RQM による体育実技並びに軽運動課題を通して，パフォーマンスと自己評価の関係に一貫性
はないことが示された．これは，研究開始時に提案した動機づけが静的な心理過程ではなく動
的な心理過程であることを意味していると考えられる．すなわち，介入研究の開始時に決定し
た指導法で終了時の動機づけが決定されるのではなく，参加者の自己評価の動態に対応させた
指導が必要になると考えられる．そこで，介入期間中の自己評価を縦断的に収集し，そのデー
タの変化に基づいて，参加者に応じた積極的且つ柔軟な関わりによって，パフォーマンス並び
に自己評価の改善を試みることにした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



参加者の動的な自己評価に基づき，二人称的アプローチ(Reddy,2008)やエンパワリングコー
チング(Duda, 2013)の考え方を応用した動機づけ指導を行った．動機づけ指導では,二人称的ア
プローチの考え方を参考にして，積極的且つ柔軟に対象者と関わり共に問題を解決していくこ 
とを試みた．具体的には,体育実技の授業の中でエンパワリングコーチングの原則に基づく権限
付与型(自律性支援,社会的支援,課題関与)の指導であった.また，回顧的低位性モデリングの考
え方を応用し，授業の各回で収集された対象者の自己評価（自由記述，グラフ）を手掛かりに，
パフォーマンスに関するフィードバック及び動機づけ指導を行った．介入研究中には，コロナ
禍の影響により，対面を極力自粛する必要があったため，指導は直接的な面接を最小限にし，
参加者の映像によるフィードバックの提供並びに次回に向けての助言をインターネットを通じ
て提供した．介入期間は２か月程度であり，測定も５回程度であったが，最終日の測定時には，
対象者全員の実技に対する自己評価が満点（５段階評定）となった． 
コロナ禍の影響により，研究期間中には実験の中断を余儀なくされ，十分なサンプルを確保

できないながらも，動機づけを動的な視点から捉えることはおおよそ叶ったと考えている．し
かしながら，当初計画していた PCによる測定法は運動後の自己報告の発話記録と PC操作に無
理があり，完成に至らなかったため，残された課題はある．未だ検討の余地はあるが，本研究
の成果は今後の発展の基盤形成になったと考えている． 
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